
第１回 小絹小中学校 学校運営協議会 小学校議事録 

  日時：４月 27 日（月） 18：00 ～ 19：50     

  場所：小絹中学校 図書室 

 

１ 委嘱状伝達 会長・副会長 選出 

   

小学校・中学校共に学校運営協議会メンバーの委嘱が行われました。 

  小絹小学校地域学校共同活動推進委員の委嘱が行われました。 

  学校ごとに会長・副会長がそれぞれ承認されました。 

 

２ 学校運営協議会会長 各校長 あいさつ  /  生涯学習課 説明 

 

【学校運営協議会会長】あいさつ 

今年度も小学校・中学校の会長をやらせてもらいます。 

コミュニティ・スクール 3 年目に入っても、まだまだ手探りですが良いところはそのまま、 

改善した方が良いところは改善しながらやっていければと思います。 

 その都度会議で話し合って変更していきますので意見を出していただければと思います。 

  市の方で今年度から会長の集まりがあります。出席できないときは代理を立てますのでその時にはよろしく

お願いします。 

 

【中学校校長】あいさつ 

   昨年度は皆様のお力添えにより、先ほど会長からございましたけれども、生徒の活動 

を大変充実いたしました。感謝いたします。 

 

 【小学校校長】あいさつ 

   コミュニティ・スクール 3 年目ということでいろんなことが形になっていくコミュ 

  ニティ・スクールだなと思っていて、すごく心強く思っています。中学校の方々に 

いろいろ教えていただきながら、少しずついろんなことが中学校と一緒に手を携えて 

やり始めていけているのかなと思いますので、今後とも小中の良さを引き出して、コミュニティ・スクー

ルをどんどん盛り上げていければなと思っております。 

 

【生涯学習課】 

令和 8 年度コミュニティ・スクール事業について 

協議会の機能が 1 つ追加されました。（第 4 条 基本方針の承認） 

「業務量管理、健康確保措置の実施に関すること」という文言が加わりました。 

グランドデザインに入れるか協議会で説明し承認してください。 

 

３ 今年度の学校経営方針 

 小学校の経営方針説明を行った。 

今年度は小中共通の目指す児童生徒像と教育目標をグランドデザインに入れました。 

 



【学校経営方針】 

 「全員の子どもたちが「小絹小が大好き！」と言える学校を目指す 

【令和８年度スローガン】 

「大好きです！小絹小学校！“あいさつ”と“やさしさ”と“黙道清掃”で笑顔と感動があふれる学校をめざ 

して」 

【組織目標】 

   今年度は対話力に力をいれていきます 実現にむけて  

知 ・対話力を高めるための授業実戦 ・AI 活用能力を取り入れた授業実戦 

徳 ・思いやりや寛容の意識向上 ・規範意識の向上や忍耐強さの習得 

体 ・危機予知や危機回避を意識した避難 地域とともにある学校づくりの推進  

学校運営協議会（CS）と地域学校協働活動の推進の充実 ・安心・安全な教育環境整備 

働き方改革の推進 ・超過在校等時間の月平均３０時間以内 ・校務分挙による業務量管理の定期的な

確認 

 

４ グランドデザインの承認 （学校別に熟議） 

 

【小学校】 

 積極的称賛 

  問）“徳”にある積極的称賛（５S 言葉）とは何ですか？ 

  答）すごい，素晴らしい、さすが、最高、素敵、という言葉の頭文字です。 

と、S がつく言葉っていうのは、子どもたちを肯定的に答える言葉。 

逆に５D ダメ、だから、でも、だって、どうせなど D のつく言葉は子供たちが否定的な捉え方になっ 

てしまう言葉です。 

 

挨拶について  

意）子供たちが前より挨拶するようになってきたと感じる。 

意）学校アンケートでは生徒と保護者が“できている”という答えに対して先生は“できている”が０％だった 

  意）先生は挨拶すれば返すけど、自らする子はまだ少ないと感じる。 

  意）先に挨拶するのは大人でもハードルが高い 

  意）前は挨拶しても返してくれなかったら、徐々にしてくれるようになった気もする。  

 

 地域に参加する子ども達 

  意）地域に活かせる子どもたちを作りたい。 

以前児童館では小学生がいろんなゲーム担当とか、主体的に子どもたちを動かすのを企画していた。 

子どもたちが、二歳児の子とか三歳児の子とお話ししたり、人形劇やったりとか。やっぱり地域と 

関わるってすごく大事だなと思います。 

  意）学校だけじゃなくて、地域の中で子ども達が活躍できる場がたくさんできてくれば、違ってくるのかな

と思う。 

  意）地域に参加する仕組みがあると地域の方も手を出しやすくなるし。お年寄りと子どもたちの係り方を

作りたい。大人の人もいろいろ気にしてくださって、子どもたちがいろんなことを教えてもらって、小

学校の学校の中でも友楽祭で地域の方と交流したりしています。それは学校だけでなく地域の中にも作

れる。そういう場というのはすごく大事だと思います。 



  意）参加したら単位がもらえるとか？子供が参加しやすい仕組みがあるといい。 

 

 子供たちが参加できるイベント 

   ・絹の台「秋祭り」 

   ・コミセンまつり 

   ・去年 2 月にイングリッシュフォーラムに参加した 

   ・協議会の「秋祭り」 

   ・義務教育フォーラム 

グランドデザインの承認 

  満場一致で承認されました。 

 

５ スクリレの登録について / ボランティア担当決め 

 小学校の学校運営協議会、中学校の学校運営協議会、小学校 CS ボランティア、中学校 CS ボランティア 

４つのスクリレに登録作業を行った。 

CS ボランティア各担当を決めた 

６ ID チェックについて 

  中学校の ID チェックを参考に小学校の ID チェック方法を熟議 

  ・小学校は入り口を 1 つに絞るのは難しい。（1 つに絞っても） 

  ・3 か所の門に 2 人ずつ立ってチェックする。 

・名札のない人には名簿に記入してもらい名前を書いたシールを左胸にはる。 

  ・名札してください！！の掲示をする。 

  ・引き渡し訓練は保護者に引き渡しがあるので、スクールガードさんにお願いしてはどうか 

  ・名札貸し出しにしてはどうか。 

７ 今後の予定 

  ・日程の確認 

  ・令和 8 年度事業案の確認 

 

 

 

 


